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建　築　概　要

　トモルテたわらもと　日本語の「灯
る（トモル）」とイタリア語で「多く
の」を意味する「モルテ（molte）」
を組み合わせた。
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外観南西面

　田原本駅南地区第一種市街地再開発事業の一環でありま
す再開発ビル「トモルテたわらもと」が無事に竣工を迎え
られましたことを心よりお慶び申し上げます。「賑わいの
ある中心市街地の拠点づくり」を掲げ、「田原本町に住み
続けたい人、新たな居住者に向けた街なか居住モデルとな
る住宅の供給」を目的とし、平成１６年の駅前広場等の都
市計画決定以後、田原本駅南地区市街地再開発組合が設立
され、駅前周辺の整備が行われてまいりました。組合員の
皆様をはじめ、関係者の方々のご尽力に深く敬意を表しま
す。
　人口減少を免れることが難しい現代、様々な工夫を試み、
政策を打ち出している自治体が数多くあります。本町とい
たしましても、当該ビル２階に、こどもはぐくみ交流セン
ターやこどもまんなか保育園を開設することで、子育て支
援機能の充実を図るとともに、近畿初の「公設民営型コミ
ュニティＦＭ」を開設し、本町をはじめとする周辺地域の
情報や防災・災害情報など、住民の皆様の生活に寄り添っ
た情報発信を行ってまいります。また、１階商業施設には
様々なテナントが入ることで、人が集い、賑わいが生まれ
ることにより、定住を促進し、町内外に田原本の魅力を発
信していくランドマークとなることを期待しております。

　田原本駅南地区第一種市街地再開発事業は、町の玄関口
である田原本駅周辺における中心市街地の魅力低下や、居
住人口の減少といった課題に対応するため、「賑わいある
中心市街地の拠点づくり」と「新たな居住者に向けた街な
か居住モデルとなる住宅の供給」を目的として施行されま
した。
　私は準備組合の平成年当時から理事長を務めてまいり
ました。令和２年月に本組合を設立し、令和３年月の
権利変換計画認可を経て、令和４年８月に建設工事に着工
いたしました。
　この度、商業業務施設、公共公益施設、分譲マンション、
駐車場を備えた複合施設が無事に竣工いたしました。これ
も関係者の皆様の多大なる御尽力の賜物であり、深く敬意
を表しますとともに感謝申し上げます。
新たなビルの名称は、公募により多数の案をいただいた中
から、駅前を訪れる多くの人にとってあたたかい場所にな
ってほしいという願いを込めて、街に灯が「ともる」と、
イタリア語で「多くの」を意味する「モルテ」を組み合わ
せて「トモルテたわらもと」と命名されました。
　本施設には、田原本町内外から様々な世代の方が住まわ
れるとともに、新たな生活サービスを提供する店舗や、町
民の交流の拠点となる施設が入居する予定です。
　本施設が将来にわたって駅前に賑わいと活気をもたら
し、田原本町のさらなる発展に寄与する拠点となりますよ
う、今後もより一層のご支援とご鞭撻をお願い申し上げま
す。
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